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1. はじめに

欧州の飲料水における鉛規制のプレゼンテーションを行うことが私にとって嬉しいことかどうかよくわからない。そのようなプレゼンテーションを聞くことが嬉しいことかもよくわからない。しなしながら、飲料水の鉛問題は、欧州だけではない深刻な問題であり、我々の業界に多大な影響を与える可能性がある。
２．鉛の特性

元素の周期表では、鉛は、第四の主要グループに属し、Ｐｂで表される。 
鉛は、軍事用語であるラテン語のplumbumの略であり、ローマ帝国時代には、catapults（兵器の一種）の弾丸として使われた。
ところで、英語の単語"Plumbing（配管）"もこのラテン語のルートから派生したもの。 
鉛は、いわゆる重金属に属し、初期の青銅器時代から一般的に使用されてきた。
自然から容易に採取でき、鉱石から容易に抽出できる。低融点とその非常に優れた成形性が作業を容易にする。2008年の世界の鉛消費量は約9百万トンと推定されている。 
全生産量の約半分は、スクラップのリサイクルから来ており、約60％が電池の製造に使用されている。金属鉛は、安定的な酸化物層を形成するために大気中における腐食耐性がある。
水中、特に酸素の存在下では、これらの層の形成が抑制され、鉛の連続的な浸出が発生する。一方、鉛が黄銅の機械加工性能を向上させることはよく知られている。鉛は延性があり、工作機械の消耗を最小限にする。他の重金属同様に、鉛は、軟部組織や骨に時間をかけて蓄積し、出血や脳疾患を引き起こす強い毒性を有することが知られている。鉛中毒は、すでにローマ、ギリシャ、中国の古代において文書に記述されている。そのため、鉛が人間の健康や環境保護のレーダー画面上に非常に早い時期から表示されたことは驚くことではない。
３．欧州の飲料水鉛規制

欧州の飲料水規制は、ＷＨＯ(世界保健機関)の勧告に基づいている。

飲料水に含まれる鉛は、最初は1953年に言及された。飲料水質のガイドラインが1984年に設定され、そして1993年以降、勧告された制限値は10 マイクログラム/リッター。
ヨーロッパにおける飲料水の指令は、1980年に設定された。
2番目の指令は、1998年に作成され、WHOガイドラインの改訂に基づいて、鉛の上限値を50マイクログラム/リッターから10マイクログラム/リッター へ強化された。
EU加盟国は一定期間内に欧州の規制を国内法に適用する義務がある。時にして、加盟諸国は欧州委員会よりも多忙であるが。ドイツの飲料水指令は、欧州指令が策定される5年前の1975年に策定された。
最新のEU指令の導入後3年を経過した2001年、ドイツは強化された上限値を採用し、また、新基準であるDIN50930、パート６を導入した。これはヨーロッパで今日非常によく知られている。
“私たちの心に留めよう”-飲料水中の鉛に関する実際の議論が、WHOのガイドラインの改訂とともに開始された。それは最近の欧州飲料水指令の法制化を欧州にもたらし、そして、2001年以降は、ドイツにおいても法律マターとなった。

４．欧州の受入れスキーム（European Acceptance Scheme）
主要な関心事の一つは、飲食用の全ての水質を、いかにして確実にWHO勧告に適合させるかということ。
この問題に関する答えは、飲料水と接触する建設資材の承認と監視手続きであるEAS（European acceptance Scheme 欧州受入れスキーム）である。 EASは、金属素材、セメント、プラスチックなどから作られたすべての建設資材に適用される。金属材料に関しては、私たちは、銅や黄銅だけでなく、はんだ、brazesやコーティング剤の他、鋳鉄、炭素鋼、亜鉛メッキやステンレス鋼についても議論している。
EASは、EU委員会によって開始された。飲料水指令は、DG　Environmentという組織が担当しているが、EASに強い影響力を有する他の指令も存在する。それは、DG Enterprises & Industriesが所管する建設資材指令である。したがって、EU委員会に直接報告を行う新たな委員会が設立された。それは幾つかのサブグループに編成されている。銅及び銅合金を担当するのは、“金属材料サブグループ”である。我々は当初よりこのグループの主要メンバーと接触してきた。 
５．成分リスト
EASの本質的な部分は、欧州産業界と緊密な協力関係にある規制当局によって策定された"成分リスト"である。リスト化された材料は、飲料水に適合するものである。リスト化されていない材料は、飲料水に接触する建設資材としての“CEマーク”を取得することはできない。
成分リストの作成は、シンプルではあるが、我々産業界によって要求された非常に重要な３つの要件に基づいている。

ⅰ　リストにある銅合金は、国の規制なしに、または、飲料水質規制なしに、適合するものとして受理されるべき。

ⅱ　リストの成分は、既存の合金に可能な限り近似したものであるべき

ⅲ　成分リストに新合金を容易に追加できる機会を与えるべき。

これらの戦略的な隅石に基づき、成分リストは次の3つの要素から構成される。 

ⅰ　"カテゴリ"には、個々の合金ファミリーの成分リストを記載。

ⅱ　"標準材料（Reference　Material）"とは、ドイツ基準DIN　５０９３１に基づき、長期的な試験手順によって承認されたEASの要件を満たす各カテゴリーの特殊合金である。

ⅲ 工業用合金（technical alloys）の"オープンリスト"は、同じカテゴリーの標準材料と比較するテスト基準に合格することによって飲料水に適合すると認められたもの。

６．EASの現状

金属に関するEASの現状は、２００８年４月付けの最新の文書の中で、金属材料サブグループによって報告されている。銅合金に関しては、 成分リストは以下の３つのカテゴリーから構成される。
ⅰ鉛含有量が３．５％までの黄銅合金
ⅱ　砒素と２．２％までの鉛を含有する脱亜鉛腐食の黄銅

ⅲ　鉛含有量が３％未満のガンメタル

３カテゴリーのそれぞれについて、一つの特定の組成が標準材料として、また、飲料水に適合するものと認められた各カテゴリーの工業用合金である脱亜鉛腐食黄銅の例外とともに、既に受理されている。

このEUのドキュメントのほかに、いわゆる“４カ国グループ”によって策定され、合意された第二のEAS草案があった。このグループのメンバーは、フランス、ドイツ、オランダ、イギリスの規制当局。

この国主導の背景は、約2年前に、幾つかの加盟国における手続きの法的位置づけが不明確であったことからEU委員会がEASを中止したことにある。これは、産業界には受け入れられなかったし、私たちは4加盟国グループをサポートすることを決定した。良いニュースは、彼らが彼らのドラフトの中で、委員会の責任のもとに策定されたものと全く同じ成分リストを採用したということである。 

しかし、3番目のEASドラフトがあり、これが以前に述べられたドイツ基準DIN５０９３０である。それは現在、ドイツ産業界との緊密な協力の下に見直されているところ。このドラフトの組成リストは、3つではなく4つのカテゴリーで構成される。追加のカテゴリ-は、０．１％未満の鉛を含有するシリコン系黄銅である。

７．将来的な活動
私たちがこれまで承知してきているものは、銅合金については、４カテゴリーを伴う３つのほぼ同一の成分リストが検討中されているということである。
今年7月、欧州黄銅加工業者は、ECIとIWCCの傘の下で会合し、規制当局に対し２つの追加カテゴリーを導入するという決定を行った。鉛を０．２％まで含有するこれらの銅亜鉛合金は、特に米国市場用に開発され、この合金が欧州規制における高鉛と鉛フリー合金との間のギャップを埋める。

規制当局との議論が現在開始されたところであり、我々は、欧州規制が、産業界の最新の要望を、どのようにして、また、何時、受け入れるかを注視する必要がある

しかし、我々は、EASは継続的なプロセスとなることを承知している。たとえ我々がこれらの二つのカテゴリーを成分リストに追加することに成功したとしても、EASは進行し、他の合金が追随するかもしれない。どんな合金か、何時かについては、今日は話せない。
８．要約と結論
●EU内では、加盟諸国は国内の法制化を通じて欧州指令を導入する義務を有する。飲料水指令に関しては、EAS（欧州受け入れスキーム）が道標である。
●EASと成分リストの作成が、欧州規制当局との密接かつ信頼的関係の下で、欧州銅産業界の支援を得て進行中である。
●現在、3つの草案が議論されているところ。我々の業界の要請で、鉛含有のいくつかの銅合金が既にカバーされた。その他、鉛フリーも予見される。 
●近い将来、我々は、産業界の柔軟性を維持し、また、将来需要に備えるため、少なくとも６つのカテゴリーを有する一つの組成リストを強く支持する。

私は、EASの全体手続きには３年或いは５年を要するかもしれないことを確信していた規制当局を非常によく覚えている。 これは２０年前の１９８９年のこと。それ以来、 我々の業界は、時間と費用のかかるプロセスを積極的にサポートしてきた。我々は、スローだけれども良い進歩を遂げたし、これまでに達成された成果は、我々の利益に適うものである。私は、EASは、消費者にとって有益であり、産業界にとっても受け入れられる妥当な規制を達成するために業界の支援が緊急に必要とされる良い例であると考えている。

